














































































































































































































































































































































































感情移入 緊急事態 視点取得 冷淡さ
理想自己
個性
性
スポーツ
能力
外見的魅力
社会的背景
やさしさ
まじめさ
､281粋
201
.068
201
．187幹
201
．098
”1
．118
201
.135
201
．010
201
-.014
199
-.042
199
-.059
199
．057
199
．130
199
．189稗
199
-.004
199
221稗
196
035
196
078
196
028
196
020
196
151＊
196
129
196
-．224樺
199
-.086
199
－．339稗
199
－．200稗
199
-.059
199
-.356稗
199
－．117
199
親友
個性
性
スポーツ
能力
外見的魅力
社会的背景
やさしさ
まじめさ
??、???????????? 、
?
、020
199
－．092
199
-.110
199
．008
198
．134
199
-.005
199
．110
199
、105
196
．155＊
196
．028
196
．068
195
－．020
196
．155＊
196
．008
196
???????????????? 、
?????
*:p<､05,*w:p<､01
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3．回答者の分類自己についての認知と共感性の程度との非線形的な関係を検討するた
め，共感性尺度の尺度得点（合成得点）を投入変数とし，変数間のユークリッド距離に基
づいたWard法によるクラスタ分析を行い回答者を分類した｡距離係数498.1を規準に3ク
ラスタを採択した(Figurel)｡投入変数のクラスタごとの標準得点の平均値を求めた結果，
各クラスタは以下のような特徴を持つと考えられた｡第1クラスタ(n=84)は｢個人的苦悩」
が平均より高く「冷淡さ」が低い群で感情的，直情径行的な群と考えられた。第2クラス
タ(n=58)は「ファンタジー 」「視点取得jが高く「個人的苦悩｣，「冷淡さ」が低く，感情的
共感性が高い群と考えられた。第3(n=51)クラスタは「冷淡さ」のみが高く，他は平均値
より低いため，共感性が低い冷淡群と考えられた。用いた変数の合成得点について，全体
および各クラスタでの平均値と標準偏差をTable3に示す。
1 2
mgurelクラスタのデンドログラム
3
各クラスタ間で，自己像に関する各尺度得点の平均値を一元配憧分散分析により比較し
た(Table4)。多重比較(Tukey法）の結果，現実自己の個性，性，スポーツ能力で最も高
く，また現実自己の「やさしさ｣，理想自己の「個性，性，スポーツ能力，外見的魅力，ま
じめさ」で最大，また理想自己の「やさしさ」でも，第3クラスタより有意に高かった。
このように感情的共感性の高い第2クラスタは，現実・理想ともに自己像について肯定的
であることが見いだされた。
理想自己の側面と共感性の関連：重視する自己の側面の発達的変化と他者に対する共感
性の発逮の関連を検討するため，柴山(1994)を参考に個人差多次元尺度法による分析を行
った。理想自己像について各項目×クラスタ間の相関行列を求め，これをo=r(1-r2)によ
って非類似性の行列に変換し入力データとした。
S-Stressの値の減少および解釈可能性を参考に2軸までの結果を採択した｡各群共通の
空間に項目を布置したものをFigure2,クラスタごとの重みづけ係数のプロットをFigure
3に示す。項目の布置から第1軸は，負方向に「個性」「やさしさ｣，正方向に「社会的背
景」「外見」などが布置され,内面的特徴(-)～外面的特徴(+)を区別する軸であると考えら
れた。また第2軸は負方向に「性」「スポーツ能力」などが布置され,正方向に「まじめさ」
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Table4各変数の平均と標準偏差（上段：平均，中段：標準偏差，下段:n)
ユクラス2クラス3クラスF(上段）
多重比較（下
段）
夕ダダ
現実自己
個性 7.619*命
18<2
20.71
4.573
58
18.10
4.182
51
17.87
4･686
84
18.72
4.688
201
-6.93”＊
13<2
10.98
4.556
58
8.86
3.847
51
性 9.27
4.118
201
?。??????
?
力13‘4112.8415.5212.047.437*＊
5.1894.9324.9605.34831<2
200835851
スポーツ有
11.8711.2712.7111.942.526
3.7683.7173.7933.722
201845851
16.9016.“17.4316.56.848.
4.0694.0444.3893.717
200835851
外見的魅力
食的背景
4.583＊
31＜12
12.60
2.442
58
11.14
2.807
51
やさしさ 12.18
2.656
84
12.06
2.640
201
14.942.350.
3.391
51
まじめさ 15.76
3.595
58
15.05
a504
201
14.48
3.427
84
理想自己
個性 16.017*＊
3<12
24.24
3.718
61
27.72
2.667
58
26.29
3.541
201
26.52
3.555
84
一言－~－－15.7015.6316.9714.613.217＊
4.905生7155.1884.79631<12
201845851
スポーツ能力18.9119.8920.1716.7612.678**
3.8643.6773.6283．8083<12
201845861
外見・力19.2519.5419.8318.123.836＊
3.49731＜12
51
3.338
84
3.584
58
3.447
201
2.852.22.66
5.615
58
20.35
6.351
51
社会的背景 21.85
5.303
201
22,13
4.964
84
14.155*＊
3<21
13.78
2.866
51
16.13
2.200
84
16.91
2.910
68
やさしさ 15.43
2.805
201
4.48＊
●
3＜12
17.47
2.663
51
18,80
3.367
84
19.17
8,113
68
まじめさ 18.60
3.147
201
21
第2クラス
タ
第3クラス
タ
全体 第ユクラス
タ
親友
19.572.267
4ﾕﾕ0
51
???????? ??
21.10
4.216
58
個性 20.65
4.“1
201
12.00
5.123
58
11.041.115
4.267
61
性 10.88
4.314
84
11.21
4.646
201
18.731.811
4.327
51
16.26
5.250
58
スポーツ能力 14.52
6.048
84
14.68
4.874
201
18.651.042.
3.492
51
外見的魅力 14.66
4.145
58
14.34
3.514
83
14.29
3.680
200
8.172★
82<21
16.43
3.951
51
社会的背最 18.20
4.086
84
17.97
4.275
68
17.70
4.155
201
12.08
2.7里1
51
4.115＊
3<21
18.33
2.780
58
やさしさ 13.06
2.892
201
13.49
8.075
84
13.881.655
3.687
51
まじめさ 14.61
8.726
201
16.07
3.603
84
14.47
4bOO1
58
全体第1クラスタ第2クラスタ第3クラスタ共感
ファンタジー20.742L18”.8816.39
6．0754.6723.”13.970
201845851
－＝一一~－口－－－－－－－－■■＝－－－＝一一一‐■､‐－－－－－●－－－－－●●－－－‐－‐－－－－－－口‐今■■‐■■‐ローゥーー■■~一■■甲ロ■■■一－一一■■一一q■一一四●口一一一一一←●
Z 得点、077、618．､857
.921．773、782
個人的苦悩18.“22.8014.8116.41
4.8713.0923にg763.787
199846851
－－－－やロローーーー‐‐‐‐■■‐‐‐ローd■－－－‐｡‐■■－－‐‐‐ー‐ｰ＝ロロロマーーー今一一q■‐一一ー一勺一一一一一一・●一一一一一■■■■■■ー-ｰ‐‐一一一■■－－‐‐‐－－－－●
Z 得点、772．､765．､486
.686816、767
視点取得”9723.8826.5221.妬
4層聖44.7鯉4.4534.197
196845851
●ローーーーロ●口｡●ロ■■－－つ－－－－－口｡一一一一■■ロ■－■■－■■－－口ロー■■■■－－－－－－－■■‐｡■●－－－－‐ロローーーー~ロゥーーーーー｡、ｰ－－－－‐‐‐－－－－－－●－●●
Z 得点。､028、522．､616
.976、912、859
9．548．718．7112二OS冷淡さ
8．8652.5303.7872.988
1998468 51
口q■q■‐ー■■ーー■b‐ローーq■‐q■q■｡q■ーq■‐や‐一－一■し－1■－－■、ー‐‐ローq■q■ー■■｡■‐‐ーq■ーーｰ‐q■q■■■■■■■‐q■ー‐■■■■q■■P‐q■ｰ－一一一ローd■－－q■－－q■o－－q■q■q■q■－－o
z 得点．､246、247 .749
.7521．111 ＝886
{鋤……
感情的暖かさ 87.16
5.728
51
43.38
6.328
84
44.75
6.255
57
42.27
6.580
200
感情的冷淡さ
?????
塾.93
7.280
57
30.22
6.798
51
26.68
6.422
200
感情的被影蓉性 18.16
3.670
58
16.90
3.996
51
19.00
4.049
201
20.79
8.693
84
共感経験尺度
共有遜験 40.98
6.442
84
42.88
6.347
67
85.66
6.480
50
40.07
6.884
199
38.77
7.6『2
57
40.96
6.327
49
共有怪験不全 88.77
7jl“
84
39.15
6.972
198
22
0．
エエ
0
0．
Figure2理想自己像の項目の布置
エ
Figure3クラスタごとの重みづけ係数のプロット
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『社会的背景」などが布霞されることから，身体的特性(-)～非身体的特性(+)を区別する
軸であると考えられた。
重みづけ係数のプロットからは第1，2クラスタが対角線よりも第1軸方向に，第3ク
ラスタが対角線よりも第2軸に重みづけられる方向に布置されていた｡また,Table3に見
られるように第3クラスタは理想自己のすべての得点で，各クラスタの最低得点を示し，
第2クラスタは高い得点を示す傾向にあった。すなわち第3クラスタ（冷淡群）は共感性
の高い第1，第2クラスタに比べ,理想とする自分のあり方に関して，「内面的か外面的か」
ではなく，「身体的か否か」に基づいて理想自己を判断し，その結果，すべての側面につい
て自分の理想にはあてはまらないと判断していることになる。反対に第1，2クラスタは
「内面的か外面的か」に基づいた判断をし，その結果，第2クラスタは自分の理想にあて
はまると判断していることになる。
感情的共感性が低い者ほど，自分自身の理想像についても，心理的特性に注目した判断
ではなく，身体的特性の有無に注目した判断をしていると言えよう。このことは,Damon
&Hart(1982);ROsenberg(1986)らが記述したような，自己を判断する際の基準における発
達的な相違があるとすれば,感情的共感性が低位の者は,より発達的に低次の段階で理想自
己を判断している可能性が示唆される。
付記
本研究は平成13-16年度科学研究費補助金(基盤C(2)一般際題番号13610123｢青年期危機が人格的
発達に及ぼす効果に関する研究」の研究の一部として実施されたものである。
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